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課 題 研究 報 告 要 旨 「異 界 に 生 き る 少 年 ・少 女 」

都 市 病 理 空 間 を 生 き る 少 年 ・ 少 女

科 学警 察 研 究 所 　清 永 賢 二

Vま 　じ 　め 　eこ
使 用 資 料

　 東 京 都 A 区 A 町 の 平 凡 な 戸 立 て 住 宅 の

二 階 に 女 子 高 生 （ 当 時 17 才 ．） を 監 禁 し、

殺 害 の 後 、
』
ド ラ ム 缶 詰 に し て 死 体 を 遺 棄

し で い た 少 年 た ち 4 人 の 存 在 が 明 か と な

っ た の は 1989 （平 成 元 年 ） 4 月 の こ

と で あ っ た 。

　 裁 判 の 結 果 、一応 の 判 決 は 出 た 。 し か

し 、少 年 た ち を 駆 リ 立 て た も の は 何 で あ

っ た の か 、少 年 た ち の 行 動 の 深 部 に 何 が

巣 く っ て い た の か は 、裁 判 の 過 程 で も 明

か と な っ て こ な か っ た 。恐 ら く 、 少 年 た

ち 自 身 に も 、　
’
「 大 変 な こ と を し た 」 と い

う 結 果 に 対 す る 思 い は 生 じ た と し て も 、

自 身 の 何 が そ の よ う な 行 動 へ 仕 向 け た の

か は 掴 み 切 れ て い な
』
い の で は な い か 、 と．

見 ら れ る 。

　法 廷 記 録 。具 体 的 に は 、事 件 審 理 の た

め 法 廷 に 立 っ た 事 件 参 加 少 年 た ち へ の 質

問 と 、 そ れ へ の 森 産。

　　ド
分 枅 軸

（1 ） 空 間 軸 ；

　　 　 少 年 世 界 を 、 正 常 な 世 界 で あ る

　　 　 「 常 界 」 と 「 異 界 亅 、 少 年 を 包 む

　　 全 体 社 会 で あ ・る 「 外 的 世 界 」 と 少

　　 年 の 所 属 す る 集 団 で あ ．る
「 内 的 世

　　 界 」 と に 分 け 、 こ れ ら の 関 係 性 が

　　　ど の よ う

『
な 特 微 を 持 っ

「
て 「 異 界 に

　　 生 き る 少 年 た ち 亅 を 位 置 付 け て い

　 　 　る か を 読 み 解 く （図 1 ） 。　
’

目 的

（常界 ） 一図 1 一
　 本 報 告 に お い て は 、 こ の 「 ド ラ ム 缶 詰

少 女 監 禁 殺 害 事 件 」 　（以 下 、　「 事 件 」 ）

を 題 材 に 、事 件 が 成 立 っ て 行 っ た 経 過 を

追 い 、 そ れ を 再 現 し な が ら 、事 件 に 関 わ

っ た 少 年 た ち の 日 常 生 活 世 界 の 深 部 に 広

が る 「 病 の 異 界 」 の 諸 相 と 、 そ の 成 立 ち、

広 が リ 、将 来 等 に つ い て 報 告 す る 。

　 さ ら に 、 こ の 報 告 作 業 を 通 し 、 こ う し

た 逸 脱 少 年 た ち に 認 め ら れ る 「病 の 異 界」

が 、 決 し て 特 異 な も の で な く 、今 日 の 多

く の 少 年 た ち の 日 常 生 活 の 中 に 存 在 す る

も の で あ る こ と 、 そ の 世 界 の 形 成 に 少 年

を 囲 む 現 代 社 会 の 「 個 化 と モ ノ 化 亅 に 支

配 さ れ た 場 の 歪 み の あ る こ と が 検 討 さ れ

る 。

（異界
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（ 2 ） 時 間 軸 ；

　 　 　 少 年 の 生 き・た 時 間 を 、 少 年 が 所

　 　 属 す る 社 会 が 育 ん で き た 少 年 史

　 　　 「現 在 」

1
ど 「 過 去 」

・
、 少 年 が 犯 し

　　 た 事 件 経 過 の 「 現 在 」 と 「 過 去 」

　 　 と に 分 け 》 こ れ ら の 関
『
係 性 が ど の ・

　　 ／tよ ．う な 特 徴 を 持 っ ．で 「異 界 に 生 き

　　 ．う 少 年 た ち 」 を 倖置付 け て い る か

． ，．
き続み 解 く （．図 ？） 。

（過去）
．

一
図 £ 一

．（現在

結 び るこ

　少 年 た ち は 、逮 捕 後 の 裁 判 の 過 程 で 、

自 分 た ち の 行 為 に つ い て 、図 4 に 示 す よ

う な 述 懐 を 行 っ て い た 。

　 　 　 　 L　　 　　 　　　 　 1　　 　　 　　　 　　 　
・，　　 、圏．‘

　　　　　　　　　　 ，
，／

ン

　　　　．’el、1．、f・t 、，．急 ．（撫 ！ 、’

　　　　
働 瀚磯 簗 ．

　逢 楠
『
 
．1．・ ’σ

吻
鹽ゼや

巨

聯 ，

’

蔀 稽鷲輪 ツ
1

　　　　　　　　　
1

ナ

  繍 ．　 　 ・駆 ・

窟瓢
も

蕪 

「

（3 ） 精 神 世 界 の 軸 ：
1

　 　　 上 記 の （ 1 ）　（ 2 ）
・の ．軸

幽
を 支 配

　 　 す る 第 3 の 軸 と し て 、少
』
年 の 精 神

　 　 世 界 に お
’
け る ．「 モ ノ 化 （無 気 化．）．J

・

　　．・と
’

「 儡 化 」 が （ 1・ ） ； （ 2 ） の 軸 lg

　　 ｛の 様 に 絡 ま 5
ゆ ？ て．

「

．
異 界 に

．
生

　、 き砂 年．た 勤 礁 置付・it て い る

　 　 か を 読 み 解 く （図 3 ） 。

 
cm　｝，

精神 世 界 軸

 

　 明   か と
’
な．つ た こ と は ゼ 以 下 の 様 な こ ど

で あ る 。．．　 ．　 、

（ 1 ．） 早 い 1時 朔か ら 〔p．緊 張 に 満 ち た 綿子

　　、「関、係 ・夫 婦関 係 と 、
．
そ、れ

、
が 子 供 σλ

　　　自 我 形 成 ．に 及 ぽ す 深 い ト，．ラ ウ マ ．

（ 2 ） 学 校 社 会 で の 早 い 時 期 か ら の 「 落

　　　ち こ 1ま れ j 現
1
象 の 姶り 、セ そ の 緊

　 　 　
’
張 を カ バ ー す る 非 行 集 団

（ 3 ）
幽’
上 記 の 過 程 の 進 行 に 伴 っ て 、 全 て

　 　 　 を 「モ ノ 化 」 す る 視 線 と 、．’自 閉 的

　 　 　．な 「 個

’
化 」 、の 性 恂 ．の 成 立

（4 ） し か し 、 こ う し た 特 徴 は 、 彼 ら だ

　 　 　 け の 特 徴 で な く 、多 く の 青 少 年 に

　 　 　 見 ら れ る 今 日 的 状 況 で あ る
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